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和束町議会だより

　
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
補
正

予
算
や
平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
他

6
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
認
定
、
人

事
案
件
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

や
湯
船
辺
地
に
係
る
整
備
計
画
の
変

更
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
の
規
約
変

更
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
決
算
の
審
査
に
あ

た
っ
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
9
月
9
日
・
10
日
の
2
日
間
審
議

し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
の
一
般
会

計
は
、
歳
入
総
額
35
億
6
7
6
万

円
・
歳
出
総
額
33
億
8
6
5
5
万
円

で
、
繰
越
し
事
業
に
必
要
な
金
額
を

除
き
、
差
し
引
き
8
4
7
2
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
や
簡
易
水

道
な
ど
の
6
特
別
会
計
で
は
、
合
計

で
歳
入
18
億
2
0
8
8
万
円
・
歳
出

17
億
9
7
4
3
万
円
で
差
し
引
き

2
3
4
4
万
円
の
黒
字
を
計
上
、
全

会
計
で
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て

は
、
前
年
度
か
ら
継
続
の
防
災
行
政

無
線
事
業
が
完
成
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
や
河
川
改
修
・
浚
せ
つ
。
ま
た
、

和
束
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金

の
創
設
や
京
都
府
初
の
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
整
備
。
町
内
光
回

線
の
整
備
に
あ
わ
せ
た
茶
源
郷
行
政

情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
日
本

で
最
も
美
し
い
村
連
合
へ
の
加
盟
、

子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
は
ベ
ビ
ー

モ
ニ
タ
ー
の
貸
出
し
や
0
歳
児
保
育

に
向
け
た
施
設
整
備
な
ど
多
く
の
事

業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
町
長
提
出
の
15
議

案
は
全
て
原
案
可
決
。
議
員
提
案
の

意
見
書
2
件
は
否
決
と
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
26
年
第
3
回
定
例
会
は
、
9
月
5
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
開

催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
に
は
、
町
制
60
周
年
記
念
事
業
な
ど
の
補
正
予
算
や
平
成
25
年

度
決
算
認
定
な
ど
15
議
案
が
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
、「
消
費
税
の
再
引
き

上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書
」
な
ど
2
件
が
議
員
提
案
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
茶
業
振
興
や
ふ
る
さ
と
納
税
、
子
育
て
支
援
、
介
護

保
険
、
茶
源
郷
和
束
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
4
人
の
議
員
が
町
長

の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

33億8655万円
歳 出

町税
3億9283万円

地方交付税
16億7953万円

国庫支出金
1億6495万円

その他
2億4748万円

マウンテンバイクコースや
茶源郷行政情報配信システムを整備

平成25年度
決算認定

総務費
6億4489万円

民生費
6億9948万円

衛生費
4億8445万円

商工費
2691万円 農林業費

1億3159万円

土木費
1億8297万円

消防費
3億7960万円

教育費
1億3378万円

災害復旧費
4357万円

公債費
6億623万円

議会費
5303万円

諸支出金
4845円

各種交付金
9745万円

府支出金
2億4770万円

町債
6億7680万円

35億 676万円
歳 入

収入が少ない町でも町民
に一定のサービスが行え
るよう、国から交付される
お金　など

児童手当、過疎集落自立
再生対策事業、社会資本
整備総合交付金　など

繰越金、町営住宅使用
料　など

議員報酬、議員共済負
担金、議事録作成費用

平成25年度一般会計決算

※一般会計の決算額をベースにして平成26年3月31日現在の人口4,431人で算出しました。

11,967円1人あたり

88,654円1人あたりの町税額

町道整備事業、河川改修
事業、町営住宅改修事業

6,073円1人あたり

町が借りたお金の返済金

136,815円1人あたり

41,293円1人あたり

台風や豪雨により、被
災した道路や河川など
の復旧工事費

9,832円1人あたり

30,191円1人あたり

85,669円1人あたり

職員の人件費、役場庁舎の補修、
茶源郷行政情報配信システム整
備事業、路線バス運行維持事業

145,540円1人あたり

児童手当、障害者や高齢者の福
祉サービス、保育園経費

157,860円1人あたり

ゴミ処理費用、予防接種・検診費
用、京都山城総合医療センター
への負担金

109,331円1人あたり

農業委員会、茶園環境改善事
業、共同製茶等省力推進事業、
有害鳥獣対策事業

29,697円1人あたり

小・中学校維持管理事業
・スポーツ振興事業、給
食センター管理運営事
業、高校等通学補助事業
など 平成25年度特別会計決算

湯 船 財 産 区

国　　保

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

介護保険

後 期 高 齢 者 医 療

合　　計

643万円

7億2865万円

8702万円

2億 985万円

1億8176万円

5億4986万円

278万円

5449万円

18億2088万円

567万円

7億2781万円

8408万円

2億 477万円

1億7813万円

5億4038万円

255万円

5402万円

17億9743万円

76万円

84万円

294万円

508万円

363万円

948万円

23万円

47万円

2345万円

特別会計の名称 歳入決算額 歳出決算額 差引額

事 業

直 診

事 業

サービス

平
成
25
年
度
決
算
は
、
1
億
8
1
7
万
円
の
黒
字

町民税・固定資産税・軽自動
車税・たばこ税　など

市町村未来づくり交付金、
行財政改革支援等特別交
付金、重点分野雇用創出事
業補助金、老人医療・障害
者・福祉医療給付金　など

文化遺産を活かした観光振
興・地域活性化事業、商工会
助成金、和束町雇用促進協
議会事業負担金

相楽中部消防組合負担
金、消防団運営事業、防
災同報無線整備工事

※万円未満切り捨てのため、差引額、合計に誤差が生じる場合があります。

地方消費税交付金、ゴルフ
場利用税交付金、自動車取
得税交付金　など

工事や事業をするための
借金、門前橋・祝橋の架け
替えや行政情報配信シス
テム整備事業　など
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審
議
結
果

会
議
区
分

� 議員名
議案名

岡
田
泰
正

吉
田
哲
也

畑
　
武
志

前
出
　
茂

岡
本
正
意

竹
内
き
み
代

岩
崎
宗
雄

小
西
　
啓

山
口
勝
己

籠
島
孝
幸

認定 委 平成25年度一般会計決算認定 － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
認定 委 平成25年度国民健康保険特別会計決算認定 － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
認定 委 平成25年度下水道事業特別会計決算認定 － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
認定 委 平成25年度介護保険事業特別会計決算認定 － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
認定 委 平成25年度後期高齢者医療特別会計決算認定 － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
※会議区分　　委－決算特別委員会　　○は賛成　・×は反対　・　－は委員長
　岡田泰正決算特別委員長は決算認定の採決に加わらない。

各議員の賛否 平成26年第₃回定例会（₉月）に、町長から提案された議案のうち賛否がわかれたもの。

問
　

防
災
無
線
の
受
信
機
の
設
置
台
数

と
、
今
後
の
利
用
方
法
は

答
　

総
務
課
長

　

設
置
数
は
1
5
1
3
台
で
す
。

答
　

町
長

　

防
災
の
緊
急
連
絡
以
外
に
、
各
課
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
、
各
区
単
位
で
の
発

信
が
可
能
。
今
後
さ
ら
に
防
災
無
線
の

利
用
拡
大
、
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　

光
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
目
標
（
5

0 

0
台
）
未
達
成
だ
が
何
が
原
因
か

答
　

総
務
課
長　

　

本
格
的
な
工
事
着
工
が
１
月
以
降
に

ず
れ
込
ん
だ
た
め
で
あ
り
、
光
回
線

7
0
0
世
帯
の
設
置
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
た
い
。

答
　

町
長

　

今
後
、
光
ボ
ッ
ク
ス
の
ア
プ
リ
ケ
―

シ
ョ
ン
の
組
み
合
わ
せ
等
で
知
恵
を
絞

り
、
進
化
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
　

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
方
と
直
面

す
る
課
題
と
は

答
　

農
村
振
興
課
長

　

集
落
ご
と
に
空
き
家
の
基
礎
調
査
を

実
施
中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
み
て
具

体
的
な
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　

地
方
公
共
団
体
の
公
会
計
整
備
に
よ

る
複
式
簿
記
の
財
務
４
表
（※）
作
成
の
狙

い
と
は

答
　

総
務
課
長

　

行
政
改
革
推
進
に
基
づ
き
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
及
び
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の

活
用
を
進
め
、
さ
ら
に
固
定
資
産
台
帳

の
整
備
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

問
　

日
常
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
有
害
鳥
獣

の
今
後
の
防
御
対
策
と
現
状
に
つ
い
て

答
　

農
村
振
興
課
長

　

電
柵
、
金
網
の
防
御
に
よ
り
水
田
と

農
地
に
つ
い
て
は
一
定
の
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
る
。

　

捕
獲
に
つ
い
て
は
捕
獲
檻
の
利
用
な

り
、
猟
友
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
対
策

を
と
っ
て
い
き
た
い
。

問
　

消
防
団
の
再
編
、
団
員
数
に
つ
い
て

い
か
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か

答
　

総
務
課
長

　

条
例
定
数
の
団
員
数
が
適
切
な
の
か
、

団
員
確
保
は
大
変
重
要
で
あ
り
検
討
課

題
は
多
々
あ
る
が
、
協
議
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
有
事
の
際
の
み
活
動
を
す
る

機
能
別
団
員
の
導
入
に
よ
り
、
団
員
の

確
保
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問
　

財
政
状
況
は
厳
し
く
収
入
未
済
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

答
　

参
事

　

未
済
金
の
徴
収
の
研
修
も
ふ
く
め
職

員
の
意
識
改
革
に
努
め
た
い
。

答
　

副
町
長　

　

滞
納
整
理
は
断
固
た
る
覚
悟
で
取
り

組
み
た
い
。
特
に
公
共
料
金
の
滞
納
の

強
化
月
間
を
定
め
て
、
家
庭
訪
問
な
り

を
行
い
徴
収
を
促
し
た
い
。

和束町議会だより

防
災
行
政
無
線
が
完
成
。
利
用
方
法
と
は

決算の主な質疑

初出式で観閲をうける消防団員

財
務
4
表（
※
）
決
算
に
係
る
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、

資
金
収
支
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
を
い
う
。
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平
成
26
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
₃
号
）

　

予
算
現
額
に
3
9
0
0
万
円
を
追
加

し
、
総
額
35
億
5
2
5
9
万
円
に
。

主
な
も
の

　

町
制
60
周
年
記
念
事
業
に
係
る
費
用

�

1
4
3
万
円

　
　

�　

今
年
11
月
16
日
開
催
の
町
制
60

周
年
記
念
事
業
に
要
す
る
費
用
で

す
。

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
に
係

る
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費

�

5
3
9
万
円

　
　

�　

平
成
27
年
10
月
か
ら
全
国
的
に

導
入
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
向
け
て
の
改
修
費
で
す
。

　

債
権
処
理
弁
護
士
委
託
料

�

1
0
0
万
円

　
　

�　

公
共
料
金
の
滞
納
処
理
に
係
る

弁
護
士
委
託
料
で
す
。

　

自
転
車
振
興
計
画
策
定
事
業
委
託
料

�

5
0
0
万
円

　
　

�　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
を
観
光
に
結

び
つ
け
て
町
内
の
道
路
を
総
合
的

に
整
備
す
る
計
画
づ
く
り
で
す
。

　

予
防
接
種
等
委
託
料�

1
8
8
万
円

　
　

�　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
平

成
26
年
10
月
１
日
か
ら
「
水
痘
予

防
接
種
」
と
「
高
齢
者
の
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
」
が
新
た
に
定
期
接

種
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

町
道
維
持
修
繕
費�

5
3
2
万
円

　
　

�　

町
道
の
維
持
修
繕
に
か
か
る
測

量
や
修
繕
工
事
費
用
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
当
初
予
算
に
平
成

25
年
度
の
療
養
給
付
費
等
国
庫
負
担
金

の
返
還
金
等
の
1
9
4
9
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
７
億
3
7
5
9
万
円
に
。

　

診
療
施
設
勘
定
の
当
初
予
算
に
診
療

所
駐
車
場
周
辺
の
白
線
区
画
整
備
等
に

34
万
円
を
追
加
し
、
総
額
8
9
6
4
万

円
に
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
₂
号
）

　

予
算
現
額
に
町
営
住
宅
建
替
工
事
と

町
道
山
口
線
拡
幅
改
良
工
事
に
伴
う
水

道
管
布
設
替
工
事
費
や
落
雷
に
よ
る
電

気
機
器
修
理
に
2
1
1
5
万
円
を
追
加

し
、
１
億
7
5
5
8
万
円
に
。

専
決
処
分
の
承
認

災
害
発
生
に
伴
う
設
計
委
託
料
等

一
般
会
計
補
正
予
算
（
₂
号
専
決
）

　

８
月
９
日
か
ら
10
日
の
台
風
11
号
に

よ
る
町
道
等
被
災
箇
所
復
旧
の
た
め
の

応
急
廃
土
や
測
量
設
計
委
託
料
3�

7�

9
万
円
を
補
正
。

規
約
変
更
等

計
画
的
な
橋
の
修
繕
な
ど
を
追
加

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の
変

更
　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
に
町
内
の
橋
を
修
繕
す
る
こ
と

や
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご

み
処
理
施
設
を
計
画
的
に
改
修
す
る
こ

と
を
本
計
画
に
追
加
し
ま
し
た
。

電
波
利
用
の
改
善
を
追
加

湯
船
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更

　

湯
船
森
林
公
園
内
で
携
帯
電
話
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
本
計
画
に
事
業
を
追

加
し
ま
し
た
。

い
じ
め
調
査
委
員
会
設
置
を
追
加

相
楽
東
部
広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務

の
変
更
及
び
相
楽
東
部
広
域
連
合
規
約

の
変
更

　

い
じ
め
防
止
対
策
法
の
施
行
に
伴
い
、

相
楽
東
部
広
域
連
合
の
事
務
の
中
に

「
い
じ
め
調
査
委
員
会
の
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
こ
と
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修

定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

和束町議会だより
 ９ 月議会で決まった主なこと

人
事
関
係

自
治
功
労
者
に
森
脇
美
隆
氏

　

本
町
自
治
の
発
展
に
永
年
貢
献

さ
れ
た
前
副
町
長
の
森
脇
美
隆
氏

を
自
治
功
労
者
被
表
彰
者
と
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

町制60周年記念事業（敬老福祉のつどい）
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問
　

26
年
産
の
茶
生
産
に
つ
い
て

過
去
5
年
間
の
生
産
状
況
と
比

較
し
て
平
均
単
価
、
生
産
量
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

一
番
茶
、
二
番
茶
単
価
は

93
・
7
％
、
生
産
量
は
94
・

3
％
、
茶
全
体
の
生
産
額
は

92
・
7
％
で
、
過
去
5
年
の
平

均
と
比
べ
て
も
26
年
産
は
減
少

し
て
い
る
。
一
番
茶
の
碾
茶
は

単
価
、
数
量
と
も
平
年
並
み
で

二
番
茶
に
つ
い
て
は
生
産
量

85
％
、
生
産
額
は
83
％
で
減
収

減
額
で
あ
る
。

問
　

今
後
の
茶
業
振
興
対
策
の
具

体
策
は
何
で
あ
る
の
か
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

茶
業
関
係
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
宇
治
茶
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る

消
費
拡
大
と
茶
業
経
営
に
お
け

る
作
業
の
省
力
化
、
肥
培
管
理

の
推
進
と
安
心
安
全
な
お
茶
を

提
供
す
る
。
町
全
体
が
目
指
す

方
向
と
考
え
る
。

問
　

茶
農
家
の
後
継
者
育
成
の
対

策
は
。

答
　

町
長

　

認
定
農
業
者
と
中
核
的
農
家

に
対
し
、
京
力
農
場
プ
ラ
ン

（
※
1
）
作
成
や
中
山
間
地
域

直
接
支
払
交
付
金
事
業
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
活

用
を
図
り
な
が
ら
農
地
の
集
積

化
を
進
め
る
な
ど
生
産
組
織
へ

の
支
援
を
行
う
。

問
　

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
※

2
）
の
取
組

に
対
す
る
支

援
制
度
は
。

答
　

農
村

振
興
課
長

　

京
都
府
関

係
機
関
等
の

動
向
を
見
な

が
ら
検
討
す
る
。

問
　
「
茶
と
と
も
に
生
き
る
」
と

い
う
茶
源
郷
の
地
域
価
値
を
共

有
す
る
た
め
「
茶
薦
士
認
定
制

度
」
の
取
組
の
考
え
は
。

答
　

町
長

　

町
職
員
が
先
頭
に
立
ち
、
こ

の
制
度
を
進
め
た
い
。

問
　

役
場
庁
舎
内
に
給
茶
機
の
設

置
を
し
て
茶
の
宣
伝
と
消
費
拡

大
を
。

答
　

町
長

　

設
置
に
つ
い
て
は
技
術
面
、

衛
生
面
、
管
理
面
の
対
応
法
も

含
め
て
検
討
す
る
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

問
　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
取
組
内
容
は
。

答
　

町
長

　

民
生
児
童
委
員
や
社
会
福
祉

協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
見
守
り
や
和
束
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
訪
問
活

動
や
相
談
業
務
に
よ
り
早
期
発

見
に
努
め
て
い
る
。
医
療
関
係

で
は
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
物
忘
れ
外
来
が
開
設
さ

れ
、
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
と

鑑
別
診
断
や
急
性
期
患
者
の
受

け
入
れ
等
に
つ
い
て
連
携
さ
れ

る
。問

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

答
　

福
祉
課
長

　

介
護
保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
な
く
地
域
の
住
民
や
関
係

団
体
、
町
が
一
体
と
な
っ
て
互

い
に
支
え
あ
う
仕
組
み
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。

4
人
が
一
般
質
問

和束町議会だより
一般質問

問
答

茶
業
後
継
者
、担
い
手
確
保
と

基
盤
整
備
や
農
業
法
人
の
育
成
を
行
う

新
た
な
茶
業
振
興
で

　
　経
営
基
盤
の
強
化
を

岩﨑 宗雄 議員

役場に設置された給茶機（南山城村）

※1 担い手が不足する集落を解消し、持続可能な力強い農業経営構造に転換するための京都府の事業。
※2 農業生産工程の管理手法
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問
　

平
成
20
年
度
以
降
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
運
用
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

過
去
6
年
間
各
年
度
で
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
支
出
は
ど
の
よ

う
な
状
況
で
あ
る
の
か
。

答
　

総
務
課
長

　

26
年
度
9
月
現
在
、
合
計
65

件
、
1
6
9
万
５
千
円
。

　

目
的
と
し
て
は
、

　

1
．�

自
然
が
輝
く
緑
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り

�

37
万
９
千
円

　

2
．�

住
ん
で
よ
か
っ
た
麗
し

の
ま
ち
づ
く
り

�

20
万
２
千
円

　

3
．�

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
元
気
な
ま
ち
づ
く

り�

55
万
円

　

4
．�
文
化
が
香
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り

�
18
万
２
千
円

　

5
．�

行
っ
て
み
た
い
茶
源
郷

づ
く
り

�

38
万
２
千
円

　

の
5
分
野
と
な
っ
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
お

礼
と
し
て
は
和
束
町
の
特
産
の

お
茶
を
贈
呈
し
て
い
る
。

問
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
活

用
に
つ
い
て
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。答

　

町
長

　

現
時
点
で
は
、
基
金

に
積
み
上
げ
て
い
る
状

態
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
多
様
化

に
よ
り
お
礼
の
贈
答
品

の
比
較
な
ど
が
で
き
、

競
争
に
熱
く
な
る
こ
と

は
反
省
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
今

回
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
、

他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
リ
ン

ク
な
ど
で
普
及
を
検
討
し
た

い
。

　

ま
た
、
和
束
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
理
解
願
い
た
い
。

問
　

ふ
る
さ
と
納
税
が
有
利
な
財

源
と
な
り
う
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
も
っ
と
活
用
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
活
用
し
な
い
の
か
。

答
　

副
町
長

　

5
つ
の
目
的
と
し
た
基
金
の

積
立
と
し
て
、
町
長
の
答
弁
し

ま
し
た
と
お
り
、
こ
つ
こ
つ
積

み
上
げ
て
き
た
わ
け
で
、
基
金

活
用
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
来

年
度
以
降
活
用
に
向
け
、
庁
内

検
討
委
員
会
な
ど
を
設
け
時
期

的
に
も
7
年
目
を
迎
え
、
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
へ
報
告

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問
　

基
金
と
し
て
積
み
上
げ
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
い
つ
ま

で
貯
め
る
の
か
少
額
だ
か
ら
何

も
で
き
な
い
で
は
、
寄
付
さ
れ

た
方
々
に
対
し
て
誠
意
が
見
ら

れ
な
い
の
で
は
。

答
　

副
町
長

　

合
計
金
額
2
0
0
万
円
位
が

一
つ
の
線
と
考
え
て
い
る
。

問
　

2
0
4
0
年
に
消
滅
す
る
自

治
体
と
し
て
相
楽
東
部
3
町
村

は
ベ
ス
ト
1
0
0
に
入
っ
て
い

ま
す
。

　

更
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
知
恵

を
出
し
合
い
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
早
稲
田
大
学
を
は
じ

め
多
く
の
大
学
と
の
連
携
も
行

わ
れ
、
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
大
い
に
活
用

さ
れ
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
　

町
長

　

国
も
府
も
大
き
な
変
革
期
に

入
っ
て
い
ま
す
。
和
束
町
の
職

員
も
意
識
改
革
を
行
い
、
今
ま

で
ど
お
り
の
窓
口
行
政
だ
け
で

な
く
住
民
協
働
が
進
む
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

和束町議会だより
一般質問

問
答

ま
だ
活
用
し
て
い
な
い

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
は

畑　武志 議員

ふるさと納税のお礼品
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問
　

保
育
園
等
の
運
営
基
準
や
内

容
に
変
更
は
あ
る
の
か

答
　

福
祉
課
長

　

年
内
に
計
画
案
が
で
き
る
予

定
で
検
討
中

問
　

引
き
続
き
町
の
認
可
施
設
と

し
て
運
営
す
る
方
向
で
良
い
か

答
　

福
祉
課
長

　

認
定
こ
ど
も
園
で
は
な
く
、

現
在
の
保
育
園
を
継
続
す
る

問
　

保
育
料
値
上
げ
は
な
い
か
？

答
　

福
祉
課
長

　

現
行
を
踏
襲
す
る
が
基
準
額

が
上
が
れ
ば
値
上
げ
も
考
え
ら

れ
る

問
　

現
行
の
保
育
時
間
の
保
障
を

答
　

福
祉
課
長

　

最
低
限
の
時
間
は
保
障
し
た

い
問

　

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
求
め

る
多
数
の
声
に
応
え
る
べ
き

答
　

町
長

　

検
討
は
進
め
た
い
。

安
心
で
き
る

�

介
護
保
険
制
度
に

問
　

来
年
４
月
以
降
の
保
険
料
の

見
通
し
は
。
こ
れ
以
上
の
値
上

げ
は
論
外
で
あ
り
引
下
げ
や
減

免
を答

　

福
祉
課
長

　

若
干
保
険
料
は
上
が
る
予

定
。
独
自
の
減
免
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。

問
　

町
の
判
断
で
減
免
は
可
能
で

あ
り
、
軽
減
の
検
討
を
。

答
　

福
祉
課
長

　

減
免
が
可
能
か
否
か
も
含
め

検
討
す
る

問
　

訪
問
介
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
「
受
け
皿
」
は
？

答
　

福
祉
課
長

　

多
様
な
提
供
主
体
が

参
入
す
る
可
能
性
が
あ
る

問
　

具
体
的
に
何
が
あ
る

の
か
？

答
　

福
祉
課
長

　

現
在
は
な
い
が
、
法
律
改
正

で
新
規
参
入
も
考
え
ら
れ
る

問
　

法
律
が
変
わ
れ
ば
新
規
参
入

が
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

甘
く
考
え
ず
町
の
責
任
で

サ
ー
ビ
ス
確
保
の
検
討
を

答
　

福
祉
課
長

　

新
規
参
入
は
不
明
だ
が
、
現

在
の
事
業
者
の
継
続
で
進
め
た
い

問
　

サ
ー
ビ
ス
水
準
は
維
持
で
き

る
の
か

答
　

福
祉
課
長

　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
に

応
じ
て
選
べ
る
と
考
え
る

問
　

利
用
料
は
ど
う
な
る
？
負
担

を
増
や
さ
な
い
措
置
を

答
　

福
祉
課
長

　

出
来
だ
る
だ
け
大
幅
値
上
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
す
る

が
、
こ
れ
ま
で
と
同
額
で
い
け

る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

生
活
支
援
の
方
向
性
は

問
　

サ
ー
ビ
ス
は
確
保
で
き
る
の

か
？答

　

福
祉
課
長

　

外
出
支
援
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
、
配
食
な
ど
現
行
事
業
の
充

実
を
図
り
、
新
事
業
の
検
討
も

進
め
た
い

問
　

町
の
責
任
で
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を

答
　

福
祉
課
長

　

社
協
の
事
業
で
は
限
界
が
あ

り
、
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
一
般
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
手

立
て
も
あ
る
。

和束町議会だより

問
答

責
任
を
果
た
す
た
め

努
力
し
た
い

子
育
て
支
援
の
責
任
堅
持
し

後
退
さ
せ
ず
充
実
を

岡本 正意 議員

和束保育園

社会福祉協議会の配食サービス
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問
　

雇
用
促
進
協
議
会
が
来
年
３

月
で
委
託
事
業
終
了
と
な
る
が

担
当
課
と
し
て
の
評
価
は
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

平
成
19
年
に
設
立
以
来
、
交

流
人
口
25
万
人
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
事
業
展
開
を
し
て
き

た
。問

　

委
託
事
業
終
了
後
の
計
画

は
。答

　

町
長

　

い
ろ
ん
な
団
体
が
生
ま
れ
、

さ
ら
に
発
展
し
て
和
束
町
の
原

動
力
に
し
て
行
き
た
い
。

問
　

雇
用
促
進
協
議
会
の
こ
れ
ま

で
の
事
業
を
今
後
の
観
光
に
生

か
し
て
行
く
計
画
は
。

答
　

町
長

　

雇
用
の
確
保
や
交
流
人
口
、

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

問
　

雇
用
促
進
事
業
8
年
間
の
観

光
入
り
込
客
数
と
観
光
消
費
額

は
。答

　

地
域
力
推
進
課
長

　

観
光
入
り
込
客
数
は
、
平
成

18
年
に
は
約
４
万
8
0
0
0
人

が
平
成
25
年
で
は
約
７
万
人
と

約
1
・
5
倍
に
増
加
。
消
費
額

は
一
人
当
た
り
8
0
9
円
か
ら

1
1
7
9
円
と
約
1
・
5
倍
に

増
加
し
て
い
る
。

問
　

増
加
要
因
は
何
か
。
分
析

は
。答

　

地
域
力
推
進
課
長

　

和
束
茶
カ
フ
ェ
の
開
設
、
地

域
団
体
の
活
動
の
充
実
、
湯
船

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
や

茶
源
郷
マ
ル
シ
ェ
な
ど
が
主
な

要
因
と
考
え
て
い
る
。

問
　

交
流
人
口
25
万
人
に
向
け
今

後
の
具
体
策
は
。

答
　

地
域
力
推
進
課
長

　

府
の
景
観
資
産
登
録
さ
れ
た

茶
畑
景
観
や
日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
の
加
盟
団
体
で
あ
る

こ
と
を
一
層
P
R
す
る
。
今
年

度
は
、
観
光
パ
ン
フ
の
作
成
や

景
観
条
例
の
策
定
な
ど
観
光
振

興
に
取
組
ん
で
い
る
。
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
補
助
金
の
活
用
に

よ
る
地
域
団
体
へ
の
支
援
を
通

し
て
目
標
達
成
に
向
け
取
組

む
。問

　

お
茶
の
京
都
や
宇
治
茶
を
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
む
け
た
取

組
み
の
検
討
は
。

答
　

町
長

　

お
茶
の
京
都
、
世
界
文
化
遺

産
登
録
、
犬
打
峠
ト
ン
ネ
ル
化

の
３
つ
の
事
業
を
観
光
の
視
点

で
結
び
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　

犬
打
峠
ト
ン
ネ
ル
化
の
住
民

活
動
が
大
き
く
前
進
し
た
今
、

行
政
と
し
て
検
討
委
員
会
設
置

の
考
え
は
。

答
　

町
長

　

府
と
し
っ
か
り
議
論
し
一
層

重
要
な
価
値
を
持
つ
も
の
と
し

て
理
解
さ
れ
る
よ
う
進
め
た

い
。問

　
「
宇
治
茶
き
ら
め
き
街
道
」

本
町
の
取
組
み
は
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

和
束
茶
カ
フ
ェ
周
辺
施
設
を

本
町
の
中
核
拠
点
と
位
置
づ

け
、
こ
れ
ら
の
施
設
と
接
す
る

３
路
線
を
中
心
に
き
ら
め
き
街

道
と
す
る
。

問
　

観
光
の
中
核
と
な
る
拠
点
施

設
整
備
、
観
光
協
会
に
つ
い

て
、
今
こ
そ
検
討
す
る
時
で

は
。答

　

町
長

　

現
段
階
で
は
協
会
の
必
要
性

は
検
討
し
つ
つ
観
光
産
業
に
従

事
す
る
人
を
創
出
し
て
い
く
。

一
日
も
早
い
観
光
協
会
が
設
立

で
き
る
よ
う
行
政
と
し
て
も
側

面
か
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
。

和束町議会だより

問
答

総
合
計
画
に
基
づ
い
て

進
め
る

茶
源
郷
和
束
の

更
な
る
ま
ち
づ
く
り
は

竹内きみ代 議員

和束茶カフェ

トンネル化の住民運動



10

　

事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

総
務
課
で
は
茶
源
郷
行
政
情
報

配
信
シ
ス
テ
ム
整
備
が
委
託
先

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
動
画
や
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
、
機
能
の
充
実
に

向
け
2
次
ア
プ
リ
を
構
築
す
る

た
め
10
月
を
目
途
に
調
整
が
行

わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
第
四
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
策
定
と
地
域
防

災
計
画
見
直
し
業
務
に
つ
い
て

は
現
在
、
委
託
業
者
を
選
定
中

で
あ
る
と
の
説
明
で
し
た
。

　

地
域
力
推
進
課
で
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ

く
り
推
進
研
究
事
業
を
早

稲
田
大
学
と
、
景
観
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
や
観
光
マ
ッ
プ
作

成
事
業
を
京
都
工
芸
繊

維
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
進
め

て
お
り
、
現
在
景
観
条
例

の
策
定
に
向
け
て
の
景
観

計
画
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
中
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

税
住
民
課
で
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
で
6
月

1
日
現
在
、
被
保
険
者
が
8

9�

8
世
帯
、
1�

7
6
7
人
、
う

ち
軽
減
対
象
が
4
8
6
世
帯
、

5
割
軽
減
が
1
2�

7
世
帯
と
昨

年
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
適
正
な
保
険
事
業
の

運
営
を
考
え
る
に
は
病
気
の
分

析
や
特
定
検
診
の
受
診
率
向
上

を
検
討
さ
れ
た
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
課
で
は
、
本
年
度
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
低
所
得

世
帯
へ
の
負
担
軽
減
と
し
て
、

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
8
月
8
日
現
在

で
3
2
8
人
の
申
請
が
あ
っ
た

が
、
給
付
の
執
行
率
が
約
20
％

と
低
い
の
は
町
民
税
の
非
課
税

世
帯
に
対
す
る
判
断
が
複
雑
で

難
し
い
た
め
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
更
な
る

周
知
の
た
め
住
民
へ
の
啓
発
を

強
化
す
る
よ
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
現
在
計
画
策
定
中
の

和
束
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

計
画
、
第
７
次
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
及
び
第
6
次
介
護
保
険

事
業
計
画
、
障
害
者
基
本
計

画
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
な
ど
、
い
ず
れ

も
平
成
27
年
度
か
ら
の
実
施
と

な
る
た
め
、
秋
以
降
に

策
定
業
務
を
開
始
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
決

算
概
要
は
、
一
般
会

計
で
は
8
4
7
2
万

円
の
黒
字
決
算
、
６
特

別
会
計
で
は
2�

3
�4
�

�

5
万
円
の
黒
字
を
計
上
�

し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
国

民
健
康
保
険
が
府
へ
移
管
さ
れ

る
ま
で
の
会
計
見
込
み
に
つ
い

て
、
今
夏
の
大
災
害
を
教
訓
に

被
害
の
未
然
防
止
と
し
て
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
活
用
や
町
制
60
周

年
記
念
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
26
年
度
予
算

で
整
備
さ
れ
た
災
害
用
備
蓄
品

を
Ｂ
＆
Ｇ
前
の
備
蓄
倉
庫
や
各

区
に
配
備
さ
れ
た
発
電
機
・
非

常
食
等
の
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

和束町議会だより
委員会報告

委員長　竹内きみ代

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

意
　
見
　
書

　

第
3
回
定
例
会
（
9
月
）
に
次
の
と
お
り
意
見
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
の
再
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書

�

提
出
者　
　

岡
本�

正
意
議
員

�

《
賛
成
者　

1
人
》

�

《
反
対
者　

8
人
》

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書

�

提
出
者　
　

岡
本�

正
意
議
員

�

《
賛
成
者　

1
人
》

�

《
反
対
者　

8
人
》

否 

決
否 

決

　

8
月
26
日
、
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年
度
事
業

の
進
捗
と
平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

Ｂ＆Ｇ海洋センター前の防災備蓄倉庫

各区に配備している発電機
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担
当
課
か
ら
は
、
大
雨
被
害

は
補
正
予
算
で
対
応
す
る
。
青

年
就
農
給
付
金
は
、
所
得

2
5
0
万
円
以
上
は
対
象
外
と

な
る
。
耕
作
放
棄
地
対
策
は
中

間
管
理
機
構
等
の
活
用
で
対
応

す
る
。
山
の
家
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
、
年
度
内
を
目
途
に
設
計
書

を
作
成
す
る
。
空
き
家
調
査
に

つ
い
て
は
、
8
月
か
ら
調
査
を

始
め
、
デ
ー
タ
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
今
年
度
で
補
助
金
が

終
了
す
る
雇
用
促
進
協
議
会
の

今
後
は
、
事
業
ま
と
め
を
行
い

一
定
の
方
向
性
を
出
し
、
新
し

い
形
で
の
事
業
継
続
も
検
討
す

る
。
有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
や
追
い
払
い
を
行
う

常
設
隊
の
配
置
を
検
討
す
る
。

各
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

南
部
・
北
部
幹
線
等
必
要
な
箇

所
は
、
用
地
買
収
も
含
め
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
む
。
ト
ン
ネ

ル
実
現
で
は
国
や
府
へ
の
要
望

や
陳
情
を
継
続
す
る
。
国
道

1
6
3
号
線
の
歩
道
整
備
は
今

年
度
の
中
で
進
め
て
お
り
、
通

学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
も
進

め
て
い
る
杣
田
地
内
の
府
道
拡

幅
も
地
元
の
理
解
も
得
て
早
急

に
進
め
て
い
る
、
な
ど
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
耕
作
放
棄
地
の
問
題

を
、
委
員
会
と
し
て
位
置
づ
け

を
高
め
議
論
と
対
策
強
化
に
取

組
む
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
白
栖
並
び

に
湯
船
地
域
で
の
サ
ル
や
シ
カ

等
の
捕
獲
檻
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
現
場
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

一部事務組合議会・広域連合議会報告
　

8
月
22
日
、
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度
特
別
会
計

補
正
予
算
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
被
保
険
者
に
対
し
て

保
険
料
を
減
免
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
全
員
賛
成
で
、
平
成

25
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認
定
は
賛
成
者
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
い
ず
れ
も
認
定

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　

7
月
18
日
、
臨
時
会
が
開
か
れ
、
会
議
規
則
の
全
部
改
正
、

議
会
運
営
委
員
会
等
を
設
置
す
る
委
員
会
条
例
の
制
定
、
福
知

山
市
で
の
花
火
大
会
火
災
事
故
を
踏
ま
え
た
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
者
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

花
火
大
会
事
故
を
踏
ま
え
条
例
改
正

相
楽
中
部
消
防
組
合

　

８
月
30
日
、
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
一
般
会

計
の
決
算
認
定
は
賛
成
者
多
数
で
可
決
、
差
押
債
権
取
立
請

求
事
件
に
係
る
訴
え
の
提
起
の
件
に
つ
い
て
は
全
員
賛
成
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
7
日
、
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
勝
訴
判
決
が
く
だ
り
、
被
告

2
社
が
控
訴
と
の
報
告
。
広
域
計
画
の
変
更
、
障
害
者
介
護

給
付
費
等
支
給
認
定
審
査
会
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
は
、
賛

成
者
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

副
広
域
連
合
長
に
山
内
副
知
事
再
任

損
害
賠
償
請
求
事
件
で
判
決

京
都
地
方
税
機
構
広
域
連
合
議
会

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会

和束町議会だより
委員会報告

産
業
常
任
委
員
会

委員長　岡本正意

　

事
業
の
進
捗
、
決
算
概
要
の
審
議
で
は
、
大
雨
被
害
の
状
況
と

対
策
、
青
年
就
農
給
付
金
の
活
用
、
耕
作
放
棄
地
の
対
策
、
山
の

家
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取
組
み
、
空
き
家
調
査
の
進
捗
状
況
、
雇
用

促
進
協
議
会
の
今
後
、
常
設
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
配
置
な
ど
有
害
鳥

獣
対
策
、
各
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ト
ン
ネ
ル
実
現
へ
の
取
組
み
、

国
道
１
６
３
号
線
の
歩
道
整
備
や
府
道
の
安
全
対
策
等
へ
の
要
望

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

サルの捕獲オリ

担当課職員から説明を受ける委員
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平均75歳で活躍！
今後は慰問や訪問もしたい

「あすなろカラオケクラブ」

　

日
本
は
、
少
子
化
等
に
よ
り
人
口
減
少

が
著
し
く
、
多
く
の
自
治
体
が
消
滅
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
活
力
を

取
り
戻
す
た
め
、
地
方
創
生
の
基
本
理
念

等
を
定
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
案
」
が
衆
議
院
で
審
議
入
り
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
法
案
は
、
自
治
体
が
独
自
の
町
づ
く

り
に
知
恵
を
だ
し
、
そ
の
自
助
努
力
を
政

府
が
税
財
政
措
置
や
規
制
改
革
で
後
押
し

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

京
都
府
は
、
非
常
勤
職
員
に
特
定
の
地

域
で
一
定
期
間
、
地
域
が
推
進
す
る
施
策

を
支
援
す
る
事
業
を
始
め
、
11
月
か
ら
和

束
町
と
八
幡
市
の
団
体
に
各
1
名
派
遣
さ

れ
ま
す
。
当
非
常
勤
職
員
は
半
官
半
民

で
、「
ま
ち
の
公
共
員
」
と
名
付
け
ら
れ

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
本
町

に
と
っ
て
、
大
き
な
支
援
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

9
月
議
会
を
中
心
に
編
集
し
て
い
ま

す
。
ご
意
見
等
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。 編

集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

岩　

﨑　

宗　

雄

副
委
員
長　
　

岡　

田　

泰　

正

委　
　

員　
　

山　

口　

勝　

己

委　
　

員　
　

竹　

内　

き
み
代

委　
　

員　
　

籠　

島　

孝　

幸

　
今
回
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
練
習
さ
れ
て
い
る
カ

ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
か
ら
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

30
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
有
志
に
よ
り
始
め
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
は
何
人
お
ら
れ
ま
す
か
。

会
員
は
約
50
人
、
平
均
年
齢
約
75
歳
で
活
動
し
て

　
　
い
ま
す
。

練
習
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

月
に
2
回
。
第
2
・
4
火
曜
日
、
午
前
9
時
か
ら

　
　
12
時
ぐ
ら
い
ま
で
。
会
費
は
3
ヶ
月
に
1

 

0

 

0

 

0

 

円
徴
収
。
練
習
場
所
ま
で
は
送
迎
バ
ス
で
各
区
を
回
っ

て
送
迎
。
選
曲
は
ハ
ッ
ピ
ー
演
歌
で
老
人
の
方
に
も
楽

し
く
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

発
表
会
は
年
に
1
回
、
1
月
に
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
。
全
員
参
加
で
全
員
が
歌
い
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
逆
に
苦

　
　
労
や
悩
み
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

練
習
を
通
じ

　
　
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
て
、
全
て
忘
れ

て
楽
し
く
過
ご
せ

ま
す
。会

員
の
募
集

　
　
は
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

口
伝
え
で
募

　
　
集
し
て
い
て
、

大
き
な
広
報
活
動

は
し
て
い
な
い
が
、

多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

今
後
の
活
動
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
後
は
慰
問
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
へ
の
訪
問

　
　
も
し
た
い
で
す
。

あ
す
な
ろ
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
問
い
合
わ
せ
先

　
代
表

　
　
奥

　
信
之

　
　
T
E
L
．
0
7
7
4

－

7

8

－

2
6
1
2

第
4
回
定
例
会
は
12
月
10
日
開
催
予
定
。
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

和束町議会だより

平
成

26年
11月

15日
発

行
／

京
都

府
相

楽
郡

和
束

町
議

会
／

編
集

：
議

会
広

報
編

集
委

員
会

　
TE

L.0774-78-3001（
内

線
430）

FA
X

.0774-78-2799

持ち歌を歌う会員

あすなろカラオケクラブの皆さん


